
開 講 講 座 一 覧

申し込み日 平成30年8月9日（木）まで 先着順
申し込み先 香南市企画財政課（TEL 0887-57-8502）
主催:高知大学／共催:香南市

募集定員
-各クラス-

受講料

平成30年度

高知大学出前公開講座

日程:平成30年9月12日（水）～10月17日（水）
場所:のいちふれあいセンター2F 研修室

地域連携推進センター講師
かじ ひでき

梶 英樹
教育学部講師

のずみ こういち

野角 孝一

高知大学客員教授/
大阪経済大学教授

うめむら ひとし

梅村 仁

地域協働学部准教授
いしづつ さとる

石筒 覚
地域協働学部准教授

おおつき さとし

大槻 知史

当日は託児も予定しています。必要な方は申し込み時にお伝えください

4回以上出席
された方には
終了証書を授
与します。



講座題目・講師一覧
開催日 時間 講座の内容と講師

第1回

9月12日
（水）

19：00
～ 開 講 式

19：15
～

20：45

題目 地域の“ファン”を増やすには?
あらためて「交流人口」について考える

講師 梶 英樹

あなたはひいきにしている好きな歌手、アイドル、スポーツ選手はいますか?ファン心理と行動は多
くの経済・社会効果を生み出しています。一方、地域振興において交流人口の拡大が益々叫ばれている
今日ですが、そもそも交流人口とは何でしょうか?「地域のファンづくり・交流人口拡大」とはよく耳
にする言葉ですが、香南市のまちを好きになってもらい、また継続して地域を応援してもらえる“ファ
ン”をどうしたら増やすことができるでしょうか?
本講座では、「フィランソロピー」や「ファンドレイジング」という考え方を紹介するとともに、地

域のファンづくりに向けた全国の事例や、高知県嶺北地域での実例をもとに学びます。

第2回

9月19日
（水）

19：00
～

20：30

題目 知っているようで知らない絵金の世界 講師 野角 孝一
高知に住んでいれば、一度は聞いたことのある「絵金」。その絵金や弟子たちが手がけた芝居絵屏風

が展示される夏の祭礼は、全国から見物客が集まる高知の夏の風物詩です。しかし、みなさんはその芝
居絵屏風はどんな材料で作られているかご存じでしょうか?近年の調査でわかった芝居絵屏風の分析結
果などを解説しながら、復元制作について紹介します。
また受講者の方々に実際に筆を握っていただいて、簡単な模写を行います。さらに高知の各地で行わ

れている芝居絵屏風を展示する祭礼を例に挙げながらその現状をご紹介する一方で、他の県などの作品
を通した活性化事業などを概説していきます。

第3回

10月3日
（水）

19：00
～

20：30

題目 手作りから始まるまちづくり 講師 梅村 仁
地方創生が声高に叫ばれる昨今。しかし、どのようにして始めればいいのか、事例が多すぎてわから

ないのも本音でしょう。でも、やってみようと思っている方は、存外たくさんいらっしゃるのではない
でしょうか?今回は「面白そう」という視点から、みんなで手作りしたまちづくり事例を紹介します。
講師の目標は、「これならできるかもと思っていただけること」。一緒に面白いことを考えましょ
う!!

第4回

10月10日
（水）

19：00
～

20：30

題目 広げよう地域づくりの輪!～学びから見える地域の未来～ 講師 石筒 覚
近年、課題を解決する手段として「協働」的な取組や活動が取り入れられることがあります。日本経

済が右肩上がりではなくなり、人口減少が全国的な現象になりつつある現在、地域の課題はこれまで以
上に多様になり、住民、企業、行政、非営利組織などが単独かつ持続的に課題に向き合うことは、困難
を伴うことも少なくなく、これまでとは異なった手立てを講ずる必要性が出てきています。
本講座では、地域づくりにおける「学び」や協働的な取組の意味を改めて考えるとともに、世代や立

場を超えた協働を通じて何が見えるのかを、受講生の皆さんと探求してみたいと思います。

第5回

10月17日
（水）

19：00
～

20：30

題目 想定外の「困った」にどう対応?避難生活について考えて
みよう 講師 大槻 知史

海・山・川の恵み豊かな香南市ですが、南海トラフ地震や洪水など災害への備えも大切です。
もしみなさんが避難生活を行うことになったらその時にはどんなことが起こるのでしょうか?
避難所はいろんな人が集まる小さな村のようなもの。そこでのいろんな「お困りごと」にみんな
でどう対処をすれば良いのか、東日本大震災後に起こった実例をもとに考えます。

～
20：45 閉 講 式


